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ペ
ッ
ト
に
い
や
さ
れ
る
時
代 

 

現
今
、
こ
ん
な
に
精
神
が
荒
廃
し
、
乾
い
た
こ
こ

ろ
を
い
や
し
て
く
れ
る
ペ
ッ
ト
の
存
在
の
大
き
な

時
代
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

三
明
寺
の
四
ヶ
所
目
の
や
す
ら
ぎ
霊
園
を
造
成

す
る
折
り
、
ペ
ッ
ト
霊
園
を
是
非
と
の
ご
要
望
が
あ

り
、
角
地
に
空
き
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
沼
津
北
地

区
で
は
火
葬
も
で
き
、
ペ
ッ
ト
を
埋
葬
す
る
墓
所
が

な
か
っ
た
た
め
、
思
い
切
っ
て
創
設
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
年
の
十
二
月
で
し
た
の
で
、
も
う
七
年

に
な
り
ま
す
。
広
告
宣
伝
も
特
に
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
少
し
ず
つ
知
ら
れ
、
口
コ
ミ
も
あ
り
、
最
近
は

毎
日
の
よ
う
に
特
に
イ
ヌ
、
ネ
コ
は
じ
め
い
ろ
い
ろ

の
動
物
た
ち
が
来
ま
す
。 

お
犬
様
と
い
う
と
思
い
出
す
の
は
、
江
戸
時
代
、

五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
よ
る
「
生
類
憐
れ
み
の
令
」

は
天
下
の
悪
法
と
し
て
有
名
で
す
が
、
最
近
で
は
少

し
見
直
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
将
軍
が
犬

年
生
ま
れ
で
子
供
が
無
く
、
隆
光
和
尚
の
「
お
子
の

無
い
の
は
生
前
、
殿
は
殺
生
の
罪
が
お
あ
り
で
す
。

特
に
生
き
物
を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

さ
す
れ
ば
願
い
が
叶
う
で
し
ょ
う
。
」
と
の
進
言
に

よ
る
と
か
？
わ
が
ま
ま
将
軍
の
悪
法
は
、
綱
吉
が
な

く
な
っ
て
す
ぐ
に
撤
廃
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

当
時
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
を
食
し
た
輩
や
暴
力
的
な
者

が
江
戸
中
に
お
り
、
今
で
言
う
人
権
擁
護
の
意
味
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
あ
い
も
変
わ
ら
ず
、
人
間
の
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

せ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
考
え
て
み
れ

ば
、
昔
、
イ
ヌ
は
家
の
番
犬
で
あ
り
、
ネ
コ
は
ネ
ズ

ミ
捕
り
が
仕
事
で
現
在
の
よ
う
に
、
家
族
同
様
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
待
遇
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
べ
物
も
特
別
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
は
な
く
人
の
残

り
物
を
あ
た
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
お
盆
に
お
経

を
読
み
に
行
く
と
、
大
き
な
イ
ヌ
に
吠
え
ら
れ
る
こ

と
が
い
や
で
い
や
で
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今
は
ペ
ッ
ト
も
小
型
化
し
家
の
中
で
堂
々
と
す
ご

し
て
、
と
て
も
い
い
時
代
で
す
。 

門
池
周
辺
に
お
寺
を
移
転
さ
せ
て
頂
き
十
五
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
技
能
五
輪
国
際
大
会
以
後
様
変

わ
り
し
ま
し
た
。
公
園
が
整
備
さ
れ
、
地
区
セ
ン
タ

ー
も
で
き
、
特
に
公
園
は
親
子
ず
れ
で
土
曜
日
、
日

曜
日
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。 

人
の
散
歩
以
上
に
ペ
ッ
ト
づ
れ
の
姿
が
多
く
み

う
け
ら
れ
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 
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梅花流全国奉詠富山大会 28.5.18.19 高野山で全国奉詠舞大会参加 28.4.13 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

六
月 

○
藤
野
家
ご
法
事 

 

2
日 

○
古
屋
家
ご
法
事 

 

5
日 

○
西
島
家
ご
法
事 

 
 

○
円
覚
寺
写
経
会 

○
道
了
講 

 

7
日 

○
館
山
家
永
代
供
養 

 
 
 

10
日 

○
川
口
家
ご
法
事 

 
11
日 

○
久
保
田
家
ご
法
事 

12
日 

○
上
松
家
ご
法
事 

 

19
日 

○
佐
藤
家
ご
法
事 

 
 

○
長
妻
家
ご
法
事 

 
 

○
西
山
家
ご
法
事 

 
 

○
地
蔵
講 

 

21
日 

○
菅
原
家
ご
法
事 

 

26
日 

 

七
月 

〇
戸
田
家
ご
法
事 

 

9
日 

○
新
盆
・
七
月
盆
供
養
会 

10
日 

○
お
盆
棚
経 

 

12
～
14
日 

〇
三
田
家
ご
法
事 

 

17
日 

〇
藤
山
家
ご
法
事 

 

23
日 

〇
佐
藤
家
ご
法
事 

 
 

〇
伊
藤
家
ご
法
事 

 
 

〇
藤
曲
家
ご
法
事 

 

24
日 

〇
大
羽
家
ご
法
事 

 
 

 

八
月 

○
八
月
盆
・
棚
経
供
養
会 

7
日 

○
お
盆
棚
経 

 

12
～
15
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席(

112
回) 

21
日 

○
酒
糟
地
蔵
菩
薩
大
祭 

28
日 

〇
阿
部
家
ご
法
事 

 

30
日 

 

 
 

【
住
職･

寺
族
】 

 

六
月 

○
所
会
② 

 
 
 

 
 

 
 

8
日 

 
 

○
東
部
教
連
総
会 

○
総
和
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
14
日 

○
楞
厳
院
施
食
会 

 
 

 
 

25
日 

 

七
月 

〇
保
護
司
会(

社
明
運
動) 

4
日 

○
霊
山
寺
施
食
会 

 

15
日 

○
興
福
寺
施
食
会 
 

16
日 

○
狩
野
川
灯
ろ
う
流
し 

29
日 

○
沼
津
夏
祭
り
み
こ
し
渡
御 

26
日 

 

八
月 

○
慈
雲
院
施
食
会 

 

2
日 

○
桃
源
院
施
食
会 

 
 

○
龍
音
寺
施
食
会 

 
 

○
興
隆
寺
施
食
会 

 

5
日 

○
大
通
寺
施
食
会 

 

7
日 

○
藤
泉
院
施
食
会 

 

11
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 
13
時
30
分 

 

【
住
職
ラ
ジ
オ
法
話
】 

 

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

○
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
週
月
曜
朝
7
時
15
分 

【
お
知
ら
せ
】 

 

□
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭
と
施
食
会
に
つ
い
て 

｜
お
塔
婆
供
養
・
万
燈
供
養
｜ 

お
地
蔵
様
は
六
道
（
地
獄･

餓
鬼･

畜
生･

修
羅･

人
間･

天

上
）
を
お
救
い
下
さ
る
仏
様
で
す
。
ご
先
祖
様
の
供
養
を

致
し
ま
し
ょ
う
。 

 

八
月
大
祭
に
よ
り
、
七
月
盆
の
方
よ
り
、
お
塔
婆
を
あ
げ

た
い
と
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
七
月
八
月
の
お
盆
前

の
日
曜
日
に
読
経
供
養
し
、
そ
れ
ぞ
れ
お
塔
婆
の
ご
用
意

を
致
し
ま
す
の
で
お
参
り
下
さ
い
。 

又
、
お
棚
経
で
留
守
に
な
る
方
の
た
め
に
、
同
じ
く
当
日

読
経
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
位
牌
と
お
布
施
を
用
意
し
ご

来
山
下
さ
い
。
尚
、
大
祭
は
二
十
八
日
（
日
）
で
す
。 

 □
終
活
相
談
開
設
！ 

 

終
活
と
い
う
言
葉
を
良
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
終
活
と
は
今
後
を
よ
り
良
く
生
き
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
相
談
し
考
え
る
こ
と
で
す
。 

各
々
の
立
場
に
な
っ
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
遠
慮
な

く
ご
相
談
下
さ
い
。 

□
や
す
ら
ぎ
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

写
経
会
・
ご
詠
歌
講
・
法
話
の
会
（
や
す
ら
ぎ
大
学
）
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

 
 

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日 

第
五
十
九
号

発

行 
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大本山永平寺で修行中の次男孝泰 

普明寺様で寺族代表として弔辞奉読  袋井可睡斎で修行中の長男泰明 
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第 111 回 じぞう寄席 三遊亭鳳楽師匠 5.22 

  檀家総代杉山家 まさ子様 49 日法要 5.28 

得度式の川口諒一さんと高橋美花さん 3.21 

 ギター演奏のフェイスさん 3.21 

春彼岸檀信徒大供養会 28.3.21 

やすらぎ大学 第 21・22 回 4.19/5.24 大泉寺小島捷亮老師. 

オバマ大統領に原爆の説明をした大岩孝平氏と 

 

鎌倉円覚寺にて写経会のみなさん 28.6.6 


